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党文 『法華経.1I法師品」にみられる二.三
の言語的特徴

笠 松 直

1 .序

党文『法華経Jには数多くの興味深い言語的特徴が看取される。第X寧「法

師品」においても同様である。そうした現象の存在自体は，既に先学が多くを

指摘してきた1。特異な語形を取り上げて論じ， r法華経』の，そしてその思想
の原像に迫ろうとする試みも多々なされてきた。

そうした特徴的な.あるいは異例な語形も語法もーもし純然たる誤写などで

ないのなら 本来，一定の文法的な手順に従って形成されたはずである。そう

でなければその文は意味をなすまい。発話は，文法が共有されている間柄であ

ればこそ成立する。ところで，文法は時を経ると，あるいは場所を隔てると変

化を来し得るものでもある。ならば語形・語法の遷移は，時代や地方の推移を

反映するものと期待されよう。

本稿においては第X章「法師品」に見られる特色的な語形を数点，取り上げ，

概説する。併せて他の諸章に見られる並行現象・同語根による派生形にも言及

以て『法華経J成立史解明のためのー視座を提示することとしたい。し，

2. a-khyaとa-caks

Kem-Na吋io校訂本 2 第X章のある一節で，a-khyaと丘一caksとの過去分詞

形が並列して現れる:

1 

2 

殊にTODA日981]のIntroductionとIndexとは，扱われるべき語形を網羅しており，
極めて示唆に富む。

以下，本稿で主に利用するテキストは Kem-Nanjio校訂本 (KN):荻原・土田校

訂本 (WT): Cambridge蔵本 (Add.1684."C5". 書写年代ネパーJレ暦185[西暦

1064/1065J年):大英図書館蔵本 (Or.2204.KN本脚注に言う B写本，書写年代11

.13世紀):コルカタ本(インド・コルカタ・アジア協会所蔵党文法華経紙写本

No.4079.書写年代ネパール暦800/801[西暦1680/1681J年):東大蔵本 (No.414.“T

8 ".書写年代17-18世紀)ロ Gilgit伝本 (7世紀以降と見倣される)はWatanabe校

訂本色 Kashgar伝本 (9・10世紀と言われる)はToda校訂本を用いる。
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(IlO) 笠松 直

KN X: 230，7-9 tathagatasyapy etad bhai，af知れ可a+ adhyatmika-dharma-
rah叩 tJl.・.ana，四 ksita戸川間肌 ana些血盟idamsthan帆

如来にとっても，これは，薬玉よ，内心の法の秘密である。 ・・[この見

解は]かつて語られたことのないものである。これは，語られたことのな

ど立場であるJ(= WT 200，26-201， 2)。

これらのこ語根は，補完現象を起こす動詞であって，標準的には a-khyaが

過去分詞形を担う (akhya師四)。非標準的な acaksitaと同時に用いられたとは

考え難い。この問題とそれが示唆する『法華経J成立史に関わる事情について

は別稿で論じた古，3 要約すれば以下の如くである:校訂本が両語形を並列する

のは，ネパーJレ系写本の読み(例えば束大蔵本59.7ana均駒田purvamidalJl 

sthanam) とカシユガJレ写本の読み (K.shg219.4 ida明sthat同 1J1anãcak~ita 

piirva明)とを折衷・混合した結果である。即ち，本来は並列していなかった。

これは KN校訂本が呈する，改善されるべき問題点の一例に数えられよう。で

は，これら二つの読みのうち，いずれが「よりよいJ.あるいは本来的な読み

であろうか?

acαk，向島の読みは『法華経H序品」偶文(S.ddhp1 79)や『マハーヴァストゥ』
ω~v) 散文 (II 97，11)にも伝わる。用例は極めて少ないながら. r法華経』
偶文と散文，さらに『マハーヴァストゥ』に共通の語形成法による語形が存す

ることは興味深い。恐らくカシユガJレ写本「法師品」が伝える anãcak~ita­

purva-は，より本来的な読みの遺存形であり 4偽文と散文とのー少なくとも「序

品」偶文と「法師品」散文とのー形成・成立の年代差がさほど遠からぬことを

示唆する。他方，上掲「法師品」の一節についてネパ]ル系写本が一貫して伝

える akhya師ーの読みは，後代の改変によるものと考えられる。

この推測の傍証として，a-kわlaとかcaksとの動詞形の並行調査の結果を挙

げることができる(→本文末付録)。

カシュガル本・ギJレギット本はかcak~ の現在形について，共通して，かっ

3 笠松直「党文『法華経J諸伝本におけるかkhyaと岳cak干の活用の変遷について」
『印度学仰教準研究』第67号第2号 ω019年)， pp.958 (85)-952 (91)。

4 勿論1 本来ネパール諸伝本が伝えるようにall-akhyat，αーとあったものを，ある写字

生がI章1昌文のacaJqiωーを参照L向上述の箇所を古語風に仕立て直したという可能
性もあり得る。しかし以下に例示するように7 そうした改変は基本的には正規のサ

ンスクリットを志向してなされたものと思われる。
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党文『法華経Jr法師品」にみられる二!三の言語的特徴 (111) 

一貫して第 1 類能動相の活用形を伝える (äcak~ati. ãcak~eya ないし äcak~eyät，

ãcak~et) 5。これは両伝本が共に非サンスクリット的な(ないし中期インド詩的

な)文法形式を濃厚に遣し，文法上，本質的な類似性を持つことを示唆する。

他方ネパーJレ系写本では，第1類・第2類活用が混在する60書写年代が下るに

つれ，標準的なサンスクリットで期待される第 2類中動相活用 (ãca~!，ιetc.)

へj順次移行する傾向は看取できるものの，最後まで一校訂本に至っても7一統
一されず，混用状況のままである九

要するに，現行の校訂本(または特に新層のネパール系写本群)に見られる

「法華経』偶文と散文との文法的差異の少なくとも一部は，紀元後数世紀以内

と推定される「法華経』成立時代以来の本来的差異ではなく，その後の写本伝

承過程における二次的・三次的改変に係る。改変の度合いはネパール系写本の，

特に後代のものに著しい。他方カシュガル写本は，書写年代は比較的新しいも

のの，ギJレギット写本とも共通する古態を，または古態を推定しうる語形をよ

く遣すと評価すべきである。

以下，同様の論点を示唆する例を示す。

3. pasyit，師 ya-，抑制同a，paJ:計四，a'町pas:刊叫ー

3. 1. pasyit町四ー

『法華経』受持の功徳を示すため，この法門を受持する者は如来の如くに思

5 両伝本とも IV 章散文に第I類現在活用の ãcak~ati を，さらにカシュガル写本は IV

章と X寧との散文に中期インド詩的な希求法語形を伝える (104b6ãcak~eyãt ; 
215b4石 ãcak~e)'a)。興味深いことにカシュガル写本は XVIII 寧(= KN/ WT XVII章)

では正規のサンスクリツト的な希求法 ãcak~et を示し、言語的な断層の存在を示唆

する。

6 例えばCambridge蔵本は，N章では第l類能動相の形を示すが (32b5acak，et)， 
XVII章では正統的な第2類中動相の希求法語形 (113.34acak，ita)を伝える。
一部写本が示すIV(JJ.びX)巻町acak担yat，ãcalcye:戸または ãcak~et と XVII/

XVIII巻のacaksetまたはacaksftaの読みの違いは，所調「漣門」と「本門」との差

異を反映している可能性がある。なお，ギルギット写本は一貫して ãcak~et を用い
るので，この問題に寄与しない。

7 IV巻でaCCl$!e(第2類中動相直説法).acak$et (第1類能動棺希求法)，他方X巻

及びXVIlI巻でacalcyf/a(第2類中動相希求法)。

8 NPち，全編に亙ってかcak$の活用形を校閲するような編集者は存在しなかったと
考えられる。一部に改変の痕跡が看取されるものの，ネパール系写本伝承において

も伝承は基本的に，可能な限り保守的に維持されてきたと思しい。
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われるべきだと説いて日く KN X: 226，1-2 sa hi Bhai~aj戸rãja kulaputro va 

kuladuhita va加出agato笠生担E坦ιsade悶 kenalokena r何故なら彼は，楽王よ，
善男子であれ善女人であれ，如来であるとまE主主主三主だからだ，神々のそれ

を伴う世界によってJ(; WT 197，14-15) 9。この並行箇所で，カシユガル写本「法

師品」は特徴的なpasyi師V舟の読みを伝える

Kashg X目 214a4-6加rh司ga印 e四 tebh叫 ajyar匂rakulaputra va kuladuhi臼rova 

dharayi加vya'nagate (日h四)bhi巴立担vVa• sade四 k剖 αlokena

他ならぬ如来として，薬王よ，善男子であれ善女人であれ.受持される

べきだ，未来世において見倣されるべきだ。神々のそれを伴う世界によっ

て。

pasyitav，戸ーは「見る」の現在語幹pasyaーに基づく gerundive形と判断される。

この諾形は，サンスクリットとしては非正規的だが10 旅順写本の並行箇所に

も確証される 旅順A-8Vll111 pasyi師vyafl!10 111。ではこの読みが本来的なも

のか，それとも中央アジア系写本特有の二次的改変に過ぎないものであるかが

問題となろう。

結論的には，pa命ifaりaーは先の an-äcak~ita- と同様，本来的なものであった

と考えるべきであろう。現在語幹pasyaーに基づく語形は，パーリ文献が示す

状況を勘案すればII古くはより広範に用いられていたものと考えられる。以下，

例示する。

9 ネパール系写本の読みをコルカタ本によって例示する:Kolkata 101. 3-4 sa hi 

bhai$ajyaraja sa kulaputro va kuladuhita va tathagato J:.盟主盟主//sade四ke(na)loke(na) 

samarakena // 

10 r見られるべきJr見倣されるべき」の意味であれば，通常期待される語形は
dra$!avYQーであろう。例えばKNV: 136，11 tatra yatha'sau maha悶 idyae悶 111tathagato 

dra$向り"，h[その際，あたかもかの大医師の如く，そのように如来は見倣されるべき

である J(; WT 126，21 キ KashgV: 136a2 tatra戸tha同u四idyae四mtatha.伊 to
drra$!o円切・)。

11 パーリ文献には gerundive形passita抽a-(BHS対応形pasyita巧，'Q-)， gerund形

passitva (BHS対応形paゆIt岨)， aorist形passi，passilllsll (BHS対応形pa，か，

pasyi$u)等が広範に用いられている。名詞形についても，例えばvipassalla-(BHS 

対応形vipasJ悶na-)を挙げることができる。
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3. 2. pasyitva 

gerund形pasyitvaは. rマハーヴァストゥJの偶文部分にも散文部分にも在
証される12。古層BHS文献では普通の語棄・文法であったと思しい。『法華経』

では.j昌文中であればギルギット・ネパーJレ系写本にも見出される。古写本の

一つ，ギJレギット本A (Watanabe校訂本69，24-27)で示せば:

b伽'ud，必'dha占伽msc叩a庄位色空mηlQha.伽m捌g旬捌Uゆ4必bhaν凶am附 strij加m由j必舵α即cc伺ap耳伽rnan叩αy仰ul，励5伽nak，初otya叫1争1[IJ 刀
C即α訂rt削s明畑附f陪ec印ar明3戸IQtl耐'ad，伽 b伽m占伽m.m叩!

そして'大戚力ある仏陀たちを旦土エ企2主与l悶3一[その数は]那由多の3ω0コ」
テイが満ちる一そしてこの者はそれに相応しい行を行じるであろう，この

認識[を得る]ために(-KN 149，7-8 -WT 135，8-11 -Kashg 145a4-6)。

問題の筒所は，カシュガ1レ写本も閉じ読みを示し (145a4pasyitva)，諸本一

致する。これを本来的な読みと想定することは大方の同意を得られよう。

ところでこのgerund形pasyitvaは，中央アジア写本では散文中にも見られる。

例えば・ KashgVI1田 182bl-2..， lam rddhim町!QtJlnaga同 tJlpasyitva praviSeyur 

r[人々が]その神通力でできた都城を見てのち，入るとしようJ14。
さらに旅順写本が第XI章「宝塔品」散文部分にl例，pa命前占の用例を残す・

旅順B-11R8Ia明maharatnasthiipa1flpa.砂itva.，. rかの大宝塔を見てのち…」。興
味深いことに.この箇所のカシュガJレ写本並行部分は KN及びWTと同様の

普通のサンスクリット語形 dr~tvã を示す: Kashg XI・228altaf!l maha1!ltalJl 

12 管見の限り，用例数はpafyit四 (4例)とpasyitva(27例)とを併せて31例。うち19
例は偏文に偏る。 II40，13: 307.8: 353，11; 354.17. 19; 355.4. 12; 359，4; 363止367.17;
370.17; 376，10 ('1四);390.15 ('00); II1277.14; 279.1. 3. 9. 17; III 83.17 ('附)。従って散文
での用例は12例:1 302.10; 363.20; 364.3. 1仕II273.5; 275.17; 311.14; 480.2; III 10.12; 
132.14; 285.19 r同);296.6。
但し標準サンスクリット的な dr~fVã の用例のほうが圧倒的に多く，また偶文散

文に普遍的である。

13 Cambridge蔵本47a3pasyitva :大英図書館蔵本60b2.コルカタ本66眠東大蔵本39.

pasyitvao 

14 ギルギット写本 (A:91.31)の読みは:••• lam rddhima，戸 1Jlnagara'll praviSeyuQ。校訂
本対応箇所は KN VII: 188.6.7 ... lad rddhima.四f!lnagararp praviSeyur (= WT 166.23 
24)。カシュガル写本のpasyitvaの読みは孤立的で，非本来的な，後の鼠入とも見

倣し得る。但し「見てのち」の意味のgerundに，通常の語形 (dmva)ではなく

pa命itvaをーたとえ古語形と意識した上であってもー用いることができた段階で

入ったものと思われる。
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ratnastiヤa明 dmva... Iかの大なる宝塔を見てのち・ J(-KN XI: 240，5 = WT  

207，18f. .加trzmahantatJ1 ratnastiヤaf!ldr~{vã …「かの大なる宝塔を見てのち...J)。

旅順・カシュガjレ両伝本の読みの違いは，両者が別個の伝承に属することを

示唆するものかもしれない。しかし上述の岳cak~ の活用形の遷移の状況を想

起すれば，筆写時期がよりす「しいカシユガル写本が古典サンスクリット語化を

より強く被ったことによる，とも解し得る。旅順写本の写字生は， rマハーヴァ
ストゥ』写本のそれと同様，散文中にpa命itvaが現れても訂正する必要を認め

なかったものであろう。カシュガYレ写本の書写時代までの何れかの段階の写字

生が，散文中のpasyitvaを異例と見て，いわば「校正」するに至ったものかと

考えられる。

3. 3. pasyi~u 

Saddhpでは他に pasya-語幹に基づくアオリスト語形も数例見ることがで

きる。 Saddhp1 48 pa砂iSU15及びVII87 paかisu(Kashg 187a2 pasyi~u) 16である。

校訂本の読みを代表として挙げる

aha1fls v'imas ca bahu-pra1Ja-ko伊 ihasthitã~ l!!!.皇位sar.叩metat / 

prapu~pi加明 lokam imaf!1 sade四katJljinena muktaりαmekara.lm* // 1 48// 

私は，そしてこれら沢山の幾コーティの生命たちは，この世にいながら

にしてこの全てを互主。この，花咲きこぼれる，神々のそれを含む世界を。

勝利者によって，この一本の光線が解き放たれた (KN15，5-6 -WT 

13，18-21 -Kashg 21b2-4)。

tasyりJmQ明 parinir:vrtasyacaritva te 包金主旦 buddhakofYa~/ 

tehr tada Sravi印刷isardha，!， kurvanti paja，!， dvipadottamanam // VII 87 // 

かの，完全に湿換した勝利者の[教法において，修業を]行じてのち，

彼らは幾コーテイの仏陀たちを星主。その時，彼らは，かの[法を]説き

15 Gi1git A: 11.19はaddasiと読み，カシュガル写本やネパール系写本が伝えるpasに

基づく読みの一群に対して孤立的である。 Cambridge蔵本6alpa秒間1，大英図書館

蔵本7a5及ぴコルカタ本7a3pa甲山までアオリスト形の伝承が残存している。東大

蔵本 (4b4paS)叫)の読みは後代の改変形と見るべきと思われる。

16 Gi1git A・95.28paかisu，Cambridge蔵本63b5pasyislt ;大英図書館蔵本79b3及u'コル

カタ本88a4paicima ;東大蔵本50b8pasyima。前注に見られた状況とは異なり。新

層の写本では読みが崩れていると評価すべきものと思われる。

-95-



党文『法華経jr法師品」にみられるニ.三の言語的特徴 (1l5) 

聞かされた者たちと共に，二足の者の最上位者たちへの供養を為すJ(KN 

194，7-8 -WT 171，23-26 -Kashg 187a1-3)。

この語形は，さらに下って第xv章韻文部分にも存する:Saddhp XV 4 
pasyi~a17; XV 14 paかi~U18。ニ箇所ともカシュガJレ写本の対応は欠落するが，各

写本の読みの支持がある。

3.4. a-p，吋戸両ー

特異な名詞a-pasyana-が第V章「薬草昨需品」散文に見られる

KN V: 137，12-13 ya e岡市 gambhfran dharman paf_戸tisa paf.戸tyapa金盟主主主

皿 rvatraidhatuka'!1paripar~lGm anyo町田αttvaSayadhimuktam// 

凡そこのように深淵なる諸法を見る者があれば，彼は，是主己主主主生

五主主"''(見るのである:三界に属するもの全ては，個々の衆生の意向・

志向に満ちている，と(=WT 127，11-12) 190 

現在語幹pasyaーをana-接辞で名詞化することは，例えばPalivipassana-(BHS 

vipasyana-)にも通じており，中期インド語的ないし仏教混交党語的と評価で

きょう。カシュガJレ写本では，ana-で作った名詞に接辞-taを付した語形が

見られる:Kashg 1古7a2}"e四 J?'lga1Jlbhfran dharman pasy匂tyapa伽 nat，αya・f凡

そこのように深淵なる諸法を[見る者が]あれば，彼は見ないという仕方であ

ることを以て見るのである」。

このようなテクニカルタームは，いったん成立すれば人口に脂炎して定着し，

変更はままならないものであろう。そうした語形は，その語形または概念が形

成された時期の文法のありょうを化石的に遣すこととなる初。

本節にて論及した語形を出典順に並べれば以下の通り Saddhp 148m 

17 Gi1git A: 116，2 paiyi~ü : Cambridge蔵本106blpasyi~ü :コルカタ本145.6.東大瀧本

82b8 pasya$U。大英図書館蔵本は欠。

18 GiIgit A: 117.9. コルカタ本146al，京大蔵本83a4paiyi$iI : Cambridge蔵本107al

pasyaSlto大英図書館蔵本は欠。

19 Gilgit A: 64.18 apasyallayaをはじめ，ネパール系写本も同様大英図書館蔵本57.2.
東大臓本36b6apas，岡山Iya，Cambridge蔵本44b3apasyanaya ;但しコルカタ本62b5
町即悶syanaya[sic.]には，やや伝承に混乱が見られる模様である。

20 カシユガル写本がパ_')語形にも通じる samadapana-，samadapakaーの読みを残すこ
とはその一例と考えられる。これらが単なる誤記でないことは動詞形samadapeti，

samadap.時間ietcが保障する。
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pasyi~u ; V: KN 137，12' apasyana-(向 Kashg137a2' apasyan出a-); VI 18m 

pasyitva ; Kashg VII: 182b2' pasyitva ; VII 87m pasyi~u ; Kashg X: 21406' 

pa命itavya(-旅順X:A-8Vll'patyitaη'am)さらに第XI章「宝塔品」相当箇所，

旅順B-llR8'paかitva。加えて XV4mpaかi:;u，XV14mpasyi:;uo これらの諸語形

の存在は，これら諸章の形成期にpaiya-語幹が複数の語形を派生させる生産

的な語幹であったことを示唆する。 21

4 小結

上に論じたように，諸伝本に見られる異例形群はしばしば孤立的ではなく，

それらを派生させる一貫した文法規則に基づく。従って一群の語形は繊めて論

じられるべき必要がある。

時に写字生は，自己の「正しい」サンスクリットの知識に確信があり，疑い

なく誤用であると判断した場合に異例語形を「正しく」書き直したものと思し

い。その改変の度合いは，韻律の制約のない散文でより強かったであろう。そ

うした写本伝承過程を繰返し経て，我々が手に取る多くのーネパール系のー写

本の，特に散文テキストは，比較的にせよ「正しい」サンスクリットで均され

た後の姿を示すことになる。

しかし本稿が検討したように，保守的に伝承された写本の読み，あるいは写

字生の「校訂」の手を逃れた語形に徴すれば，それらは偶文にも散文にも一貫

した文法が存在したことを推定せしめる。『法華経J内部の層序関係については，

こうしたサンスクリツト原典が示唆する情報を加味して再考するべき余地があ

ろう。

この際，最古の旅順写本の情報を重視すべきことは当然であるが，残存テキ

スト量の多寡と伝承の保守性の観点からギjレギット写本及びカシュガyレ写本と

が特に注目されるべきものと考える。カシュガJレ写本散文には後代の付加と思

しい例が見られるものの，この写本が呈する上に論じたような語形の多様さは，

編集に際しての事情を推知せしめる可能性がある。

5. veditav)岨ーと vedayitavya-

21 この他，孤立的ながら陀緯尼の章句 (d.印刷中ada-)の一部にbllddhapasyaneが存

する (KNXXVI: 477.2 = WT 387.8 = Kashg XXVII: 450叫)。
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党文『法華経Jr法師品」にみられる-三の言語的特徴 (117) 

上述の諸点は， 1章「序品」から X章「法師品」または XI章「宝塔品」ま

でに見られる特異な語形の派生法，すなわち文法に一貫性が看取されること，

従ってこれら諸章が同一の，または極めて近接した言語層に属することを示唆

するが，カシュガJレ写本「法師品」以降に見られる凹dayitav，川ーはその反例た

りえる。実例に徴しつつ問題点を確認する

KN X: 225， 3 sattvanam anukamparthαm asmin Jambudvipe m沼mt~ye$U

pratyi百ata盟坐笠E淫主/

[彼らは]衆生たちへの同情のために，この閥浮提で，人間たちの聞に生

まれてきた者たちと組主主金三主である(=WT 196，19f.)。

ここに見るように，動詞vidのgerundiveは問ditavya-が標準的である。カシュ

ガyレ写本にもこの語形は確認できる。例えばKashg1I: 51a2 tad anenapi te 

sarad叩 tfputrapaη占戸I}Ql悶 m望坐望Z辺'1!1そこでこの方法によっても，君には，

Saradvat1putraよ，このように組主主主三主であるJ(-KNlI・ 43，2tad anenapi 

te sariputra paη'ayel，lai叩 m望互包Z塑笠=WT 1I: 39，26-27)を始めとし第VlI章

に至るまで一貫して veditavya-が用いられるえ

他方，例えば上掲KNX: 225，3に対するカシユガル写本の並行は.-ayQーで

拡張された四dαrylfav，川ーを用いるお

Kashg X: 213a 1 -2 satvana明白bha布ajyarajakulaputra va kuladuhitaro va 

anukaf!lpartha1J1m imasmi( f!l) jafJlbudvipe n回nU!iye!jupapanna凹'dayitavya・

衆生たちへの同情のために，彼らは，薬王よ，普男子たちであれ，善女

人たちであれ，この閥浮提で，人間たちの聞に出生した者たちと主E主主主主

22 出典箇所は 11:5102町'ditavJ'GIJ!; 51b5-6 veditavytl' ; 51b6 veditavyd' : 51b6 
陀ditavyã~! : III: 89b7四ditav)四11: VII: 180日間ditav)'GI!I，以上6例。なお第X章以降

にも孤立的に二例存する (X:220b4開di畑町<ih; XXVII: 452b4問ditav)'OI!I)。これら

を含めれば計8例。

23 出典箇所については，既に戸田「西域出土党文法華経研究覚書(五)Jpp.66.67が組

めて列挙している。戸田に従いつつ出典箇所を挙げる:X: 213a2 vedayitavyab : 

215al vedayitavyo: 215a2 ve(da)yitavYa/!l ; 215a7 vedayitavya，!1 (2x) : 216a4・5

陀dayitaVYaI!1; 219a7阿'dayitaり，iI': XVII: 32403附 layitav)'(l1!1; 326b6開dayitavyd'; 
32806 vedayitavyo : XXI: 378b2開 dayitavyas: 378b3 vedayitavya(I!I) ; 378b4-5 

問dayitav)'Q11lnl; 378b5 (問da)yitavyam: XXIII: 402a4、edayita(v，川b!: XXVII: 450bl 
四dayitaνvam: 453a3 問dayitav~戸h : 45304町dayitavya: 453b3四dayifavyal): 455bl 

問dayitavyaf!l，以上，第X章以降20例を数える。
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られるべきである。

カシユガJレ写本は第X章以降.ほぽ全面的に問dayitavya と読む240 これは文

法的には使役形の gerundiveと解し得る。それ故，異例な語形とは言えないも

のの，カシュガyレ本第II章から第VII章までが一貫して veditavyaーと読むこと

に対し特徴的である。用例の遍在にも注意すべきであろう。開di師V戸ーないし

問dayitaηuーの用例は第X章に集中して現れ.以降の諸章に多数確認されるお。

この前後で単語の選好・文体に些か変化が生じた証左と思しいm。

これらの点を勘案すれば，第X章以前・以後に断層の存在を想定すること

は一定の合理性を持つものと思われる。

略号

BHS : Buddhist Hybrid Sanskrit Kashg : Saddhpの Kashgar写本 KN 

ケJレン・南保校訂版Saddhp m 領文部分 Mv : Mahavastu P 散文
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土田校訂版Saddhp
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a品va語形表

No Kashgar (CA) KN阿T] Gilgit Cambridge本 大英図書館本 Kolkata本 東大蔵本

① 40b5 akhyat盃 11， 33，10 [32，15]' A: 22， 29 akh:両信 lOb5a，成hyatii 15a2 iikhyii(ta) 15b7 iikhyiitii lObl akl;“'iitii 
akhyiita B，I85，20酎h)'匂ta

@ 76a3 (deJita1!lm) 111: 71，6-7 [69，5JP 8:2凹，13akh岬1ab!I} 22b6 akhviitam 30b6 iikhyatU/!l 33a2 akhyiitam 20a5 iikhyiita(1p) 
aklH'iitam 

@ 124叫 iikllyata V， 123，5 [115，20]' A五6，7-8akh_vara 39a3 akh¥'ata 51叫 avyeta(;釘c) 5605瓜hyiitii 33a5 akhyiiti.ヨ
akl裕司ta

@ 189a2 iik/lyiimi V11105' 198，2日74，2日]A: 98.4 akhyiimi 制b3akhyiimi 8Obl-2 iikh_Viimi 89a5 akhvami 51bl akhy古川E
makh、'iimi

⑤ 仕す応語文) VIII: 200，5 [177.1]' A: 99，18 iikhyata 65a5 iikhvlitii 81a5 iiklrviitii 90a3 akliり'ata 52a2 iikln'曲a
iikhyiitii 

@ (→anacaq;tam) X， 230，8 [201，1]' (omission) 74b3olliikhviitam 92bl Ullokh、官ta- 103a5 ulIakhyii(ta) 59a7 
ulIakhvatam pii問、，17-lIimitfam pllrvam ul/okln也'faplirvam

⑦ 22287ηakhyiito1!l X， 233，12 [202，26]' (omission) (omission) 93b3 iikhyatOI!1 104b4 akhy官la(I!') 60a3 akhate (sic.) 
akhy官lam

@ 247a3 akhyasyafi Xl， 257，4 [220，14]' B担0，13一14akh¥官S咽"82b2 akh_月罰則 102b5-6 akhvasヲ'Qli 115a3 akhyaS)'Qti 66a3 akhyaS)'Qli 
a陥幅め酒E

⑨ 291b6 iiklrylilli XIV 5， 303，4 [257，28]m A: 103，25 iikhyahi 98a5a.民hyiihi 119b6 akhylihi 135b2liklrylihi 7百4iikhylilli 
akhvalli 

⑩ 293b5li.品川hi 沼 V28，3回，10[260，1]" A: 105，6 akhya!Ji 99a3 akhvalli 120b3 (a)khyahi 136bl akln官hi 78a4akln官hi

likh、'ahi

⑪ 294al akhyiihi (L泊 X1V 30， 3田，14[260，5]" A，105，1O品ln'ahi 99四4akhyahi 120b4 iikllyahi 136b3 iikhyalli 7805品hyiilli
A-12 V 10 akhyiihi 
a(khyahi)) 

⑫ 402a60-m-iikliり!a// XXU， 417，3 [348，4]' A，166，23品/り角.te 136bl akil)'a)官te 151a5 akhya)'Qle 186b6 akhり均四te 104b5 akhyayafe 
akh、'aJ羽te

⑬ (omission) XXII: 417.4 [348.7]P A: 166，23 akh)'司l)'Qte 136bl akhyayate 151a5 akhy司自信 186b7 akhyliyafe l04b6 iikhyayate 
akhyii)'Qte 
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ã~calq語形表

No Kashgar (CA) KN[WTI Gilgit Cambridge本 大英図書館本 Kolkata本 東大蔵本

① 33岨acalqi(o 179， 25，13 [23，261" A 17.15 acalqj(o 9b3ac，σIqito 12a2aca匂i(o 12b2 acalqito 8b3 acalqito 
acalqito 

② l白b6acalqeyat 町 102.9[97.3]P acalqet B 225.14 acalqet 32b50calqet 43a3-4 acalcyrt 47，叫ー5acakp師 28a3 acalqet 

③ 107b4 acalcyati IV; 105，3 [99.11P acalqet A 45，16 ..calcyet (omission) 44a6 acak(ita 48b3acak戸a 28b8acalcye"脚Ja"，
B 226.27 acak抑

@ 113a acalqati 配 109.7(l02.IOJP ac，可teA47，1-2niicalcyati= (omission) 46b2 b~!e (sic.) 51a2 äce~!e 30a6ac，司'!e
B 229，13 

⑤ 133b6 acalcyutvat V: 134.9 [125，2JP A 62.29 acalcyatal!1 43a5 55b2 61a2 ocalqatam 35b7 ii，個旬amalliilliim
acahamananam acalqayantall Ocahama1_lana斤t

@ 215b4-5 acalqeYQ X， 227.3 [198，司P (omission) 73b3acalqe 91a3 iica向日 101b4 acak(ita 58b2 acak(it[r]a 
血ak(ii細

⑦ 219a4 X: 230.8 [20l.1]P (omission) →ã~k"yã 

all(1caksitaコPlirva1J1 anãcahi(aコplïrva~'1

③ 332.1 (矢) xvn・345，12[292，1司' AI認，13 113a3 acak(ita (omission) 1日a5acahft 8Th7 acahet 
ac此苧la

mraswbhrJmdmca官kCsOeKtEerj 

@ 332.3 (x) xvrr， 346，2 [292， 19'.]' A 128，15 acalqet 113a4 aca匂加 (omission) 154a6 acalqft 8Th7 acalcyet 
acaktrta B 260，11 acalqet 

⑩ 332a3-4 acahet XVII， 346.3 [292.21]' A 128.16 acalqet 113a4 acak(ila (omission) 1日a6iica，匂eω 8Th7 ii.団長四
acakl髭u

⑪ 332a6(2x). 332a7， 
t 
⑮ 332bl(2x) acalqet 

※太字lま第2類活用(を示唆する}箇所
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党文『法華経Jr法師品」にみられる二三の言語的特徴 (123) 

Som巴noteson anacak:fita， pasyitavya-and vedayitavya-in 

Saddharmapul，lgarika-Sutra X 

Sunao KASAMATSU 

This paper is intended as an investigation of the philological value of selected 

words attested in the tenth chap回rof the Saddharmapu~<iarika-Sütra 

KN X: 230， 8 anãcak~itapürvam anakhyatam is a mixture of the Kashgar 
recension'5 anãcak~ita- and the Nepalese anakhy申α.These two verbs， a-cak$ and 
品khya，show a suppletive paradigm. The regular past participle is derived from 
a-khya (akhyata-)， but we can find ã-cak~ita- in Saddhp 1 79， attested in all 
manuscripts. Most of the other examples can be explained as follows: 
In the original“Lotus Sutra"， a-cak$ was conjugated based 00 the thematic stem 
as the Kashgar manuscript and the Gilgit recension show. For example， we can 
find the optatives ãcak~eyãt (Kashgar IV) or acak戸川 (KashgarX) in the prose 
portion of Kashgar X. On the other hand， KN VII: 109， 7 (~T8 30a6) ac叫te
might be a secondary reading modified by later scribes (cf. Kashgar， Gilgit A， B 
acak$ati). 
As for Kashgar X pa砂itavya-we can point out a number of derivatives of白e

stempa命<l-as follows: Saddhp 1 48m pasyi~u; V: KN 137，12' apat.問na-(-Kashg 
137a2' apasyanata-); VI 18m pasyiれa;Kashg VII: 182b2' pasyitva; VII 87m 

pasyi~u; Kashg X: 214a6' pa今ita叩占(-Lushun A-8Vll' pasyitav.戸'fl)， Lushun 
XI: B-llR8' pa命itν'a，XV4mpasyi~ü and XV14mpaiyi~1l 

These forms mentioned above reveal that these chapters a問 linguisticallyclose 

to each other. But the問adings問di加vya-(Kashg II -VII) and開dayitavya-(Kashg 
X-XXVII) suggest there is some dfference between them 
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